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○放牧育成による濃厚飼料給○放牧育成による濃厚飼料給

◎放牧草は乾草よりもタンパク質、エネ
高い粗飼料を利用できる放牧を黒毛和
によって、濃厚飼料の低減が可能となり

表1 育成牛の濃厚飼料給与量目安

（kgDM/頭/日）

月齢 3 4 5 6 7 8月齢 3 4 5 6 7 8

放牧区 1.2 1.4 1.6 1.8 2.0 2.2

舎飼区 1.5 1.8 2.1 2.4 2.7 3.0

◎放牧育成により、舎飼育成よりも増
量は乾物で約50kg低減できます。
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図1 放牧育成牛の日増体量

給与量低減技術給与量低減技術

ネルギーが高い粗飼料です。栄養価の
種去勢牛の育成期に取り入れること

り、飼料自給率の向上が期待されます。

表2 放牧草の飼料成分

%,FM %,DM

DM CP TDNDM CP TDN

放牧草 21.0 21.5 62.6

乾草 85.6 10.6 54.6

TDNは、日本標準飼料成分表を参考

増体はやや劣るものの、濃厚飼料摂取
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図2 放牧育成牛の濃厚飼料摂取量



○とうもろこしサイレージ多給による○とうもろこしサイレージ多給による

◎放牧育成した黒毛和種去勢牛をとうも
すると、慣行肥育に比べて濃厚飼料が約
円/頭節減できます。

試験区：濃厚飼料制限、とうもろこしサイレージ
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◎とうもろこしサイレージ飽食により、

図4 CS多給肥育牛の飼料摂取量

CS：DM27% 、CP8.9% 、TDN70.5%
濃厚飼料：DM87.5% 、CP15% 、TDN84.7%

表3 とうもろこしｻｲﾚｰｼﾞ多給肥育牛の枝肉成績

頭数
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ですが全道平均以上で、肉質は慣行
す。

(kg) (cm2) (cm)

試験区 4 485 55.5 8.0

対照区 3 495 53.7 9.0

全道平均 - 466 55.2 7.7
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もろこしサイレージ（CS）飽食により肥育
約1,700kg節減でき、飼料費は約50,000

ジ飽食 慣行区：稲ワラ・濃厚飼料飽食
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枝肉重量は慣行肥育よりもやや小さい

図5 CS多給肥育牛の飼料費
CS：8円/kgFM、濃厚飼料：50円/kgFM、
大豆粕：60円/kgFM、乾草：43円/kgFM、
麦桿：32円/kgFMで計算
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放牧・自給飼料の活用で飼料自放牧・自給飼料の活用で飼料自

◎放牧育成、とうもろこしサイレージを
TDN自給率は40%を上回ります。

表 放牧育成 多給 育表4 放牧育成・CS多給肥育でのTDN

育成期 肥育期

放牧 とうもろこしｻｲﾚ

舎飼 濃厚飼料多

育成期：3～8か月齢 肥育期9～29か

○とうもろこしサイレージ多給肥育の

今回実施した肥育試験で得られた飼料

育成期：3～8か月齢、肥育期9～29か

（濃厚飼料多給

今回実施した肥育試験で得られた飼料
多給肥育時における濃厚飼料給与量お
安）を示しました。

月齢 9 10 11

濃厚飼料給与量 2.4 3.0 3.6濃厚飼料給与量 2.4 3.0 3.6
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○放牧と自給飼料を活用した黒毛和
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表紙写真：育成牛の放牧試験（上）、とうもろこしサイ

自給率向上自給率向上

を飽食して肥育することによって、

自給率N自給率

TDN自給率

ｰｼﾞ多給 44.2%

多給 10.4%
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の原物給与量（1頭1日あたり）
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1 12 13 14 15～出荷
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